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〔Abstract〕
　PURPOSE：To describe and assess the effect of Team-Based Learning （TBL） from student’s percep-
tion who finished their maternal-newborn nursing practicum.
　METHODS：Focus-group interviews to undergraduate students were conducted. The Research Ethics 
Committee at St. Luke’s International University （no. 13-037） approved this study.
　RESULTS：From voices of 88 students who participated, two categories were extracted：“connection 
between classroom lecture and practicum” and “meanings of working as a team”. The following six 
sub-categories were extracted from “connection between classroom lecture and practicum”；being able 
to apply knowledge, mastering how to learn, implementing skills at practicum, feelings of insufficiency, 
etc. The following five sub-categories were extracted from “meanings of working as a team”；cooperat-
ing in the team, exchanging effective opinions among the teams, building up a sense of fellowship, 
unpleasant feelings to some team members, etc.
　CONCLUSIONS：By using the TBL method, students were able to connect their knowledge they 
learned at classroom to the actual situation during their practicum. However, some felt that their 
knowledge was not enough and said they wanted more time to study practical skills.
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〔要 旨〕
　目的：2013年度より取り入れているチーム基盤型学習（Team-Based Learning：TBL）の教育効果と
TBL を教授方法として取り入れた目的の達成状況を学生の声から評価した。
　方法：周産期看護学実習を終えた学部 ３ 年生にフォーカスグループインタビューを行った。本研究は聖
路加国際大学研究倫理審査委員会の承認を得て行った（承認番号13-037）。
　結果：学生88名の語りから ２ つのカテゴリーが抽出された：【座学と実習のつながり】【チームで取り組
む意味】【座学と実習のつながり】は ６ つのサブカテゴリーが見出された：〈知識の応用〉〈学習方法の習
得〉〈実習に直結した内容〉〈内容の不全感，不足感〉等。【チームで取り組む意味】は ５ つのサブカテゴ
リーが見出された：〈チーム内での協力体制〉〈チーム間での効果的な意見交換〉〈仲間意識の芽生え〉〈チー
ム内の差〉等。
　結論：TBL を通して学内での学びと実習の結びつきがスムーズだったという肯定的な結果が得られた
一方，実践技術の学習不足感の声もあった。
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Ⅰ．はじめに

　チーム基盤型学習（Team-Based Learning, 以下 TBL
とする）は，米国の Larry Michelesen によって開発，確
立された，少人数学習の効果を多人数クラスにおけるグ
ループ ・ ダイナミクスに応用した学習方法である１ ）。TBL
は従来の講義形式とは異なり，臨床場面に類似した設問
や状況設定のシナリオを通して，知識の習得だけでなく，
学生自身が知識を応用し学びを深めていく学習方法であ
る。
　聖路加国際大学（以下，本学）の周産期看護学の科目
では，2012年度より教授方法としてこの TBL を取り入
れている。我々はこの TBL を導入した際，学習目標と
して下記の ２ つを挙げた。
● TBL を使用して周産期にある対象を理解するために 

学んだ知識や技術を臨床で活用し，応用することがで
きる。

● チームで協力しながら課題を解決している中で，チー
ム力を身に付けることができる。

　特に重視したのは，学内での学びから実習への移行を
スムーズにする，ということであった。そこで今回，TBL
の教育効果と TBL を教授方法として取り入れた目的の
達成状況を学生の声から評価し，今後の課題を考察した
ので，ここに報告する。

Ⅱ．周産期看護学の科目構成

　周産期看護学実習の前に，学生は ２ 年次後期に「周産
期看護学（基礎）」（ １ 単位）と， ３ 年次前期に「周産期
看護学（実践方法）」（ ２ 単位）を受講する。
　周産期看護学（基礎）は，妊娠 ・ 分娩 ・ 産褥 ・ 新生児
期の基礎的な知識の学習が主に講義形式で行われる。た
だし最後の授業では，次年度に向けての準備として TBL
演習を行っている。

　周産期看護学（実践方法）では，周産期看護学（基礎）
の知識をもとにアセスメントやケアなどを考える，より
実践的な内容になっている。授業のほとんどが TBL 演
習で行われ，学内での学びから実習への移行をスムーズ
にするために，表 １ のように様々な演習を行っている２ ）。

Ⅲ．TBL のプロセス

　学生は TBL 演習に参加する前に，教員から配布され
た予習資料をもとに学習し，準備を整えてくることが求
められる。そして TBL 演習ではまず個人テスト（individ-
ual Readiness Assurance Test：iRAT）を受け，その答
え合わせをせずに同じ問題をチーム（各チーム ７ － ８ 名）
で解く（team Readiness Assurance Test：tRAT）。次
に，問題や解答に異議がある場合は，教科書や参考書等
をもとに教員にアピールをする。その後，正答率が低かっ
た問題に対して教員がフィードバックを行い，知識の確
認を行う。iRAT や tRAT で基礎的な知識を確認した後，
応用演習問題に取り組むことになる。応用演習問題は教
科書を暗記しただけでは解けない，臨床の状況に即した
状況設定問題である。学生はこれをチーム内でディスカッ
ションし，その後チーム間でディスカッションをする。
応用演習問題は臨床でよく遭遇する場面におけるケア内
容や優先順位を問うているため，教員からフィードバッ
クをする際には教員の臨床での経験も踏まえて行うこと
にしている。この流れが TBL の基本のステップである
が，毎回の学習目標に応じて iRAT と tRAT を ２ 回行っ
たり，応用演習問題のみを行うこともある。

Ⅳ．方　法

１ ．対象者
　対象は，本学において2012年度後期の周産期看護学（基
礎；１ 単位），2013年度前期の周産期看護学（実践方法；
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表 １ 　実習への移行をスムーズにするための演習の工夫
演習の工夫 具体的な内容

特別講義 ケアのエビデンスを探すための文献検索，母乳育児支援，地域での子育て支援など
病棟見学 実習病棟（LDR，新生児室など）の見学，胎盤の見学
フィジカルエグザミネーション 妊婦 ・ 産婦 ・ 褥婦および新生児のフィジカルエグザミネーション
看護過程の展開 妊娠・分娩・産褥・新生児と継続した事例を用いて，実際の実習記録を使用して看護過程の展開をする
ギャラリーウォーク チーム毎に作成した看護過程を大教室の壁に貼り，その内容をチーム間で共有する
コミュニケーション演習 模擬褥婦から退院後の生活に関する情報収集を行い，退院指導案を作成する
TBL シアター 妊婦健診や分娩場面を再現した劇を鑑賞しケアを考える
様々な立場の方の理解 体験談を聴く：妊娠中の女性，出産後の女性，分娩に立ち会った夫など
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２ 単位）の単位を取得し，2013年度の後期に周産期看護
学実習を行った学部 ３ 年生88名とした。

２ ．データ収集方法
　 ３ 年次前期の周産期看護学（実践方法）の科目が終了
する際に，研究目的を文書および口頭で説明し，研究へ
の協力を求めた。そして後期の周産期看護学実習終了後
に再度研究協力の説明と依頼を行い，実習を終えた学生
に対して，フォーカスグループインタビュー（12－13名
× ７ グループ）を行った。 １ 回のインタビュー時間は60
分程度であった。
　インタビューの際は研究者らが研究協力者の発言内容
の書き取りを行った。そして書き取ったインタビュー内
容を研究目的に沿って語りを抽出し，サブカテゴリー，
カテゴリーと抽象度を上げて内容の分析を行った。
　データ収集期間は2013年 ９ 月から2014年 １ 月までで
あった。
　本研究は聖路加国際大学研究倫理審査委員会の承認を
得て行った（承認番号13-037）。

Ⅴ．結　果

　対象者88名全員からデータが得られた。得られた結果
を表 ２ に示す。なおカテゴリーは【　】，サブカテゴリー
は〈　〉，語りは「　」として示している。
　内容は大きく次の ２ つのカテゴリーに分類できた：【座
学と実習のつながり】【チームで取り組む意味】。

１ ．【座学と実習のつながり】
　【座学と実習のつながり】については，次の ６ つのサブ
カテゴリーが見出された：〈知識の応用〉〈学習方法の習
得〉〈実習に直結した内容〉〈実習を想定した場面設定〉

〈内容の不全感，不足感〉〈実技への心配〉。
　〈知識の応用〉に関しては，TBL では事例を用いて学
習を進めるため，「ペーパーペイシェントで考えて，実習
で応用できた」とあるように，学内において一般的な対
象について学習をして，実習では対象者の個別性に合わ
せてその知識を応用していた。また，「応用演習問題は正
解がなかったからよかった。いろいろな考え方ができた」
とあるように，状況により様々なケアが必要になるとい
うことを学んでいた。
　TBL のステップを通して学生は〈学習方法の習得〉を

表 ２ 　Team-Based Learning（TBL）と実習とのつながり
【カテゴリー】 〈サブカテゴリー〉 「語り」

座学と実習とのつながり

知識の応用 ペーパーペイシェントで考えて，実習で応用できた。
応用演習問題は正解がなかったからよかった。いろいろな考え方ができた。

学習方法の習得 分からないことを調べる方法が学べた。
自発的に学んだことで実習の時にも役に立った。

実習に直結した内容 実際に実習で使う記録で練習ができたのがよかった。
チームで看護展開することで実習の時には一人でできた。

実習を想定した場面設定
褥婦との会話を（演習で）したことで，情報収集の仕方がわかった。
訪室時の声掛けや質問の仕方が勉強になった。
産褥の流れがイメージできたから（実習では）先回りして動けた。

内容の不全感，不足感
アセスメントが難しかったから，もっと授業で練習がしたかった。
実習では母乳に関する知識が大事だったから，もう少し具体的に勉強した
かった。

実技への心配
実習ではたくさんの知識と技術が必要だった。
妊婦さんの（レオポルドの）触診方法が曖昧のままだった。
新生児のバイタルサインズの測定が曖昧のままだった。

チームで取り組む意味

チーム内での協力体制
一人で看護過程に取り組むよりもチームで協力してできたのがよかった。
現場ではチームケアを行うから，授業もチームで取り組めたのがよかった。
チーム内の役割を考えるもの TBL。

チーム間での
効果的な意見交換

個人だけでなく，チーム内だけでなく，ギャラリーウォークをして他の
チームの考えを知ることができたのがよかった。

仲間意識の芽生え
iRAT（個人テスト）は自己責任，tRAT（チームテスト）はチームの責任だ
から頑張った。
チーム内のメンバー同士で刺激し合えた。

チーム内の差 チーム内に予習をしない人もいて，自己学習に差があった。
働き出したら様々な人がいるし，すべてを受け入れることも必要だと思う。

ピア評価を受けて自己内省
客観的に自分を知ることができた。
ピア評価に書かれたよいことを受けて，次回も頑張れた。
自分を振り返ることができた。少しずつよくなっている自分がいた。
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していた。学生は予習をしてから TBL に臨まなければ
ならない。そのためまずは学内で「分からないことを調
べる方法が学べた」ことで，「自発的に学んだことで実習
の時にも役に立った」。このように学ぶ方法を身に付けた
ことで，学生はそれが実習の際にも役に立ったと語って
いた。
　〈実習に直結した内容〉に関しては，「実際に実習で使
う記録で練習ができたのがよかった」「チームで看護展開
することで実習の時には一人でできた」とあるように，
見慣れた記録用紙を用いて実習をすることができ，以前
に取り組んだことのある思考過程を踏めたことを肯定的
に捉えている様子がうかがえた。
　学生は「褥婦との会話を（演習で）したことで，情報
収集の仕方がわかった」「訪室時の声掛けや質問の仕方が
勉強になった」「産褥の流れがイメージできたから（実習
では）先回りして動けた」と語り，〈実習を想定した場面
設定〉を学内で様々な形で体験したことが実習場面で活
かされていた。
　肯定的な語りが多くあった一方，〈内容の不全感，不足
感〉〈実技への心配〉といったネガティブな意見も出され
た。学生は「アセスメントが難しかったから，もっと授
業で練習がしたかった」「実習では母乳に関する知識が大
事だったから，もう少し具体的に勉強したかった」と〈内
容の不全感，不足感〉を語っていた。また，「実習ではた
くさんの知識と技術が必要だった」「妊婦さんの（レオポ
ルドの）触診方法が曖昧のままだった」「新生児のバイタ
ルサインズの測定が曖昧のままだった」と〈実技への心
配〉を語っていた。このように実習で難しさを感じた内
容に関しては，事前に学内にて学びを深めておきたかっ
た様子が語られた。

２ ．【チームで取り組む意味】
　【チームで取り組む意味】については，次の ５ つのサブ
カテゴリーが見出された：〈チーム内での協力体制〉〈チー
ム間での効果的な意見交換〉〈仲間意識の芽生え〉〈チー
ム内の差〉〈ピア評価を受けて自己内省〉。
　TBL は毎回チームで取り組む課題があるため〈チーム
内での協力体制〉が求められる。学生は「一人で看護過
程に取り組むよりもチームで協力してできたのがよかっ
た」と語り，各々で学習してきた知識をチーム内で出し
合い，協力して課題に取り組んでいた。また，「現場では
チームケアを行うから，授業もチームで取り組めたのが
よかった」と語られたように，将来はチーム医療の一員
となる自覚を持ちながらチーム内で協力をしていた。そ
して様々な課題を効果的かつ効率的に進められるよう

「チーム内の役割を考えるもの TBL」と語り，チームメ
ンバー間での調整を行っていた。
　TBL ではチーム内だけでなく〈チーム間での効果的な

意見交換〉も行っている。学生は「個人だけでなく，チー
ム内だけでなく，ギャラリーウォークをして他のチーム
の考えを知ることができたのがよかった」と語り，様々
な意見を幅広く得ることができる学習方法について肯定
的な考えを示していた。
　TBL では個人テストとチームテストの両方の得点が評
価対象となる。そのため学生は「iRATは自己責任，tRAT
はチームの責任だから頑張った」「チーム内のメンバー同
士で刺激し合えた」と，TBL を通して〈仲間意識の芽生
え〉が生まれた様子を語っていた。
　チーム内で協力する様子があった一方，学習状態に関
して〈チーム内の差〉があったと感じる学生もいた。チー
ムによっては「チーム内に予習をしない人もいて，自己
学習に差があった」と語り，チームメンバーの準備状態
に不満がみられることもあった。しかしそのような中で
も「働き出したら様々な人がいるし，すべてを受け入れ
ることも必要だと思う」と語り，準備が不十分なメンバー
に対してチーム内で何とかしようという気持ちが表れて
いた。
　学生はチームメンバー同士で行うピア評価を通して「客
観的に自分を知ることができた」と語っていた。そして

「ピア評価に書かれたよいことを受けて，次回も頑張れ
た」「自分を振り返ることができた。少しずつよくなって
いる自分がいた」と語り，〈ピア評価を受けて自己内省〉
し，チームに対する自分の責任を果たそうと努力してい
る様子がうかがえた。

Ⅵ．考　察

　周産期看護学実習を終えた直後の学部 ３ 年生88名に
フォーカスグループインタビューを行い，TBL を通して
学んだ知識や技術を実習で活用し応用できたか，またチー
ム力を身に付けられたかについて語ってもらった。その
結果，我々が目的としていたように【座学と実習のつな
がり】を学生は実感し，【チームで取り組む意味】につい
ても考えることができていた。

１ ．知識や技術の臨床での活用と応用
　結果から，多くの学生は学内で身に付けた知識を実習
場面で活用し，応用できていたと言える。TBL では知識
を丸暗記しただけでは解けない様々な応用演習問題に取
り組む。その問題に取り組む過程で曖昧だった知識を確
認し，状況により様々なケアが必要になるということを
学ぶ。そのため，学生は事前に学内で経験したことが，
実際の場面で“本物”の対象者の状況を捉えやすくなっ
たのだと考えられる。
　学生にとって実習は初めてだらけの体験である。初め
ての病棟，スタッフ，受け持ち対象者など，まずそれら
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の環境や人に慣れることは学生にとって大きなストレス
になる。またペーパーペイシェントと違い，対象者の健
康状態は日々変化していく。その変化する対象者から情
報収集をし，アセスメントしケア計画を立案することは
スピード感も求められる。そのため，実際に使用する実
習記録を応用演習問題で用いたことで，実習前に練習が
でき，実習中もその見慣れた実習記録を使用することが
できたため，多くの学生が実習で困難に感じる記録用紙
に慣れる，というストレスが少なかったと考えられる。
　一方，実習で困難と感じた内容に関しては，もっと事
前に学内で取り組みたかった，という科目に対する不全
感として語られた。特に周産期領域に特徴的なレオポル
ドの触診法や新生児のバイタルサインズの測定，乳房の
観察や母乳育児に関する知識については演習で学習して
いるものの，実習でその重要性を感じたからこそ，より
具体的に学びたかったという声があったと言える。TBL
は大人数のクラスでも行うことができ，一人の教員でも
効果的な教育が行える ３ ）というメリットがあるが，TBL
の基本ステップの中に実技の演習は含まれていない。そ
のため，我々は実習につながる演習としてフィジカルエ
グザミネーション等も取り入れてはいたが，より教育効
果を高め，その技術を定着させ実習でそれを使えるよう
な工夫を検討していく必要がある。

２ ．チーム力の獲得
　TBL が医療系の教育に適しているといわれる理由の一
つに，協働する力が身に付くということが挙げられてい
る ３ ）。臨床では，様々な場面で様々な職種の方々とチー
ムとしてケアを提供することが求められる。そのような
中で，どのようにコミュニケーションをとるのか，意見
が合わない場合はどのように歩み寄るのか，言いにくい
ことをどのように相手に伝えるのか，チームとして最大
限に機能するには各々がどのような役割を取るべきなの
かなど，対人関係の調整力や構築力も求められる。その
ようなチーム力を学生に身に付けてほしいというのも
TBL 導入の目的の一つでもあった。チームメンバーによ
り差があったと語る学生もいたものの，学生たちは知識

を持ち寄って一つの課題に取り組むということもでき，
さらに将来は医療人として働く際は様々なメンバーと協
働する必要があるためそれを受け入れなければならない
ということも自覚していた。

Ⅶ．結論と今後の課題

　学生は TBL を通して自ら学ぶ姿勢を身に付け，座学
で得た知識を実習で応用できていた。またチームで課題
に取り組むことで仲間意識が芽生え，お互いに協力しな
がら問題を解決できたことが語られた。
　学内での学びと実習の結びつきがスムーズだったとい
う肯定的な結果が得られた一方，学習内容の不足感や実
技をより具体的に学びたいという声もあった。今後はそ
れらを解消するための学習方法を検討する必要がある。
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